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                                                                                                                        小学校国語小学校国語小学校国語小学校国語 AAAA    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

  

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0
１一（１） １一（２） １一（３） １二（１） １二（２） １二（３） ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ア ９イ

 

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １－(１)         設問番号      ４ 

奈良県正答率   ９７．０％     奈良県正答率   ６２．４％ 

全国正答率    ９６．２％      全国正答率    ６０．３％ 

学習指導要領の領域等         学習指導要領の領域等 

言語事項               書くこと・言語事項 

問題形式    短答式        問題形式    短答式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「言語事項」についてはおおむね理解することができているが、文と文の意味のつながりを理解し、文の論理を考えて書くことについては課題がある。 

話話話話すことすことすことすこと・・・・聞聞聞聞くことくことくことくこと            書書書書くことくことくことくこと            読読読読むことむことむことむこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    
☆ 

◆ 

（％） 
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小学校小学校小学校小学校国語国語国語国語ＢＢＢＢ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

 

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0
１ア １イ ２一（１） ２一（２） ２二 ３一① ３一② ３二 ３三 ４

 

 ☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      １ ア              設問番号      ４  

奈良県正答率   ９４．６％     奈良県正答率   ６５．７％ 

全国正答率    ９３．７％     全国正答率    ６５．５％ 

学習指導要領の領域等          学習指導要領の領域等 

  書くこと               読むこと 

問題形式    短答式         問題形式    記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

目的や意図に応じて、読み手が評価した内容を整理し、表現の効果などについて確かめたり、工夫したりすることはできているが、必要な情報を関係付けて読み、理由を明確にして説明することに課題がある。  

☆ 

◆ 

話話話話すことすことすことすこと・・・・聞聞聞聞くことくことくことくこと            書書書書くことくことくことくこと            読読読読むことむことむことむこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    （％） 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0

１（１）１（２）１（３）１（４）１（５）１（６）２（１）２（２） ３４（１）４（２）５（１）５（２） ６ ７８（１）８（２）９（１）９（２）
  

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １(３)           設問番号   ２(２) 

奈良県正答率   ９０．８％    奈良県正答率   ４０．４％ 

全国正答率    ８９．６％    全国正答率    ４０．２％ 

学習指導要領の領域         学習指導要領の領域 

数と計算               数と計算  

問題形式   短答式        問題形式   短答式 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

小学校算数小学校算数小学校算数小学校算数ＡＡＡＡ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 数量を等分したときの１つ分を分数で表すことや商が１よりも小さくなる場面で除法が用いられることを理解することに課題がある。除法の計算等はおおむねできている。 

数数数数とととと計算計算計算計算            量量量量とととと測定測定測定測定            図形図形図形図形            数量関係数量関係数量関係数量関係    
◆ 

☆ 

（％） 
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問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

   

0 .010 .020 .030 .040 .050 .060 .070 .080 .090 .0100 .0
１（１） １（２） ２（１） ２（２） ３（１） ３（２） ３（３） ４ ５（１） ５（２） ６（１） ６（２）

 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号      ３(１)            設問番号      ６(２) 

奈良県正答率   ９６．６％    奈良県正答率   １５．１％ 

全国正答率    ９５．９％    全国正答率    １４．６％ 

学習指導要領の領域          学習指導要領の領域 

       数量関係              図形 

問題形式   短答式         問題形式   記述式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数小学校算数小学校算数小学校算数 BBBB    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

     

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

示された図や考えを基に、長さの大小を判断し、その理由を書くことに課題がある。３つのグラフを見てけがが多く起こった場所をかく等はおおむねできている。 

数数数数とととと計算計算計算計算            量量量量とととと測定測定測定測定            図形図形図形図形            数量関係数量関係数量関係数量関係    （％） 
◆ 

☆ 
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中中中中学校学校学校学校国語国語国語国語ＡＡＡＡ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県平均正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0

１ ２ ３一 ３二 ４一 ４二 ５一 ５二 ６一 ６二 ７一 ７二 ８一 ８二 ９一ア ９一イ ９二 １０一１ １０一２ １０一３ １０二１ １０二２ １０二３ １０三ア １０三イ １０三ウ １０三エ １０三オ １０四１ １０四２ １０五Ａ １０五Ｂ １０六 １０七 １０八
 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     10 二 ３       設問番号      10 三 イ 

奈良県正答率   ９６．９％    奈良県正答率   ３９．８％ 

全国正答率    ９６．３％    全国正答率    ４３．２％ 

学習指導要領の領域等        学習指導要領の 

言語事項       領域等 言語事項   

問題形式    短答式       問題形式 選択式     

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

「読むこと」、「言語事項」に関する基礎的な内容については、おおむね理解することができているが、例えば、同訓異字から適切なものを選択することや、読みやすく分かりやすい文章にするために、二文に分けて書くことに課題がある。 

話話話話すことすことすことすこと・・・・聞聞聞聞くことくことくことくこと            書書書書くことくことくことくこと            読読読読むことむことむことむこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    （％） 
☆ 

◆ 
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中中中中学校学校学校学校国語国語国語国語ＢＢＢＢ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0

１一 １二 １三 ２一 ２二 ２三 ３一Ａ ３一Ｂ ３二 ３三
  

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号  ３ 一 Ｂ             設問番号   ３ 二  

奈良県正答率    ９０．０％    奈良県正答率     ３７．０％ 

全国正答率    ８９．２％     全国正答率     ３５．５％  

学習指導要領の領域等        学習指導要領の領域等 

読むこと              読むこと 

問題形式    選択式       問題形式    短答式 

 

 

 

 

 

 

  

文脈の中における語句の意味を的確にとらえることはおおむねできている。表現の仕方に注意して読み、内容について理解することに課題がある。記述式の設問については正答率がやや低く無解答率も高くなる傾向がある。 

（％） 話話話話すことすことすことすこと・・・・聞聞聞聞くことくことくことくこと            書書書書くことくことくことくこと            読読読読むことむことむことむこと            言語事項言語事項言語事項言語事項    
☆ 

◆ 
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中中中中学校学校学校学校数学数学数学数学ＡＡＡＡ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

 問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0

１(１) １(２) １(３) ２(１) ２(２) ２(３) ２(４) ２(５) ３(１) ３(２) ３(３) ３(４) ４(１) ４(２) ５(１) ５(２) ５(３) ５(４) ６(１) ６(２) ７(１) ７(２) ７(３) ８ ９(１) ９(２) ９(３) １０(１) １０(２) １１(１) １１(２) １１(３) １２ １３ １４(１) １４(２)
 

☆最も正答率の高い問題       ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号  ２(１)                 設問番号   11(３) 

奈良県正答率   ９２．９％    奈良県正答率   ２５．７％ 

全国正答率    ９０．８％    全国正答率    ２２．９％ 

学習指導要領の領域         学習指導要領の領域 

数と式                 数量関係 

問題形式   短答式        問題形式    短答式 

 

 

 

  

「数量関係」の領域の設問に対する正答率が低い。特に、具体的な事象における１次関数の関係を式で表すことに課題がある。文字を用いた式の表し方にしたがって、式を表すこと等はおおむねできている。 

 
数数数数とととと式式式式                        図形図形図形図形                    数量関係数量関係数量関係数量関係    （％） 

☆ 

◆ 
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中中中中学校学校学校学校数学数学数学数学ＢＢＢＢ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題別県正答率（横軸は設問番号、縦軸は正答率を表す） 

  

 

0.010.020.030.040.050.060.070.080.090.0100.0

１(１) １(２) １(３) ２(１) ２(２) ２(３) ３(１) ３(２) ４(１) ４(２) ５(１) ５(２) ６(１) ６(２)
  

☆最も正答率の高い問題        ◆最も正答率の低い問題 

 設問番号     １(１)            設問番号      ５(２) 

奈良県正答率   ７３．３％     奈良県正答率   １２．０％ 

全国正答率    ７２．７％     全国正答率     ９．４％ 

学習指導要領の領域          学習指導要領の領域 

数量関係                図形 

問題形式                   問題形式    記述式 

短答式 

 

 

 

 

 

 

  

数学的に記述したり、説明したりする問題では、いずれも正答率が低い。事象を数学的に解釈し、成り立つ事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

（％） 

◆ 

☆ 

数数数数とととと式式式式                        図形図形図形図形                    数量関係数量関係数量関係数量関係    
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本県の子どもが何も書けなかった問題 

小学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  話すこと・聞くこと 
３二  話し手が聞き手に問いかけるよさについての説明を書く 

無解答率  奈良県 １１．８％  全国 １１．２％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校算数Ｂ  学習指導要領の領域  量と測定、図形 
    ４  平行四辺形から台形に図形を変えて、示された２つの三角形の面積が等しいこと

の説明を書く 

 無解答率  奈良県 ２３．４％  全国 ２２．０％ 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題Ｂで無解答率が

高いもの 

0
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40
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80
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100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 
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中学校国語Ｂ  学習指導要領の領域等  書くこと、読むこと 
３三  二つの表現に共通した面白さについて自分の考えを書く 

無解答率 奈良県 ２２．２％  全国 ２２．０％ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学Ｂ  学習指導要領の領域  図形 

 ６（１）  Ｌ字型の厚紙を引き出すとき、その長さと面積の 

関係を表すグラフの特徴を説明する 

  無解答率 奈良県 ４８．１％ 全国４８．３％ 

 （％） 

0
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100

県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率

（％） 
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県無解答率 全国無解答率 県正答率 県平均正答率
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教科内の相関、教科間の相関（バブルチャートによる分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

012
345
678
910

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15正答数（国語Ａ)　　　　　　　　　　（問）

（問）　　　　　　　　正答数（国語Ｂ)
 

0123
4567
891011

12

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19正答数（算数Ａ)　　　　　　　　　　（問）

（問）　　　　　　　　正答数（算数Ｂ)
 

バブルチャートによ

るグラフ 

 

２軸の座標上（正

答数）に、大きさが

３軸目（児童生徒数）

の指標を示す円状の

図（バブル）を配置

した図 

○国語、算数のいずれ

においても、活用に

関する問題（問題

Ｂ）の正答数が多い

児童は、知識に関す

る問題（問題Ａ）の

正答数も多い。 

○国語、算数のいず

れにおいても知識

に関する問題（問

題Ａ）の正答数が

多い児童は、活用

に関する問題（問

題Ｂ）の正答数に

おいて広く分布し

ている。 

○平成 22 年度も平

成 21 年度と同様

の 傾 向 が 見 ら れ

る。 

活用活用活用活用のののの力力力力がががが身身身身にににに付付付付いているいているいているいている児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒はははは知識知識知識知識のののの定着定着定着定着もももも高高高高いいいい！！！！    小学校 正答数（国語 A）×正答数（国語 B） 

小学校 正答数（算数 A）×正答数（算数 B） 
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知識知識知識知識がががが身身身身にににに付付付付いていてもいていてもいていてもいていても、、、、活用活用活用活用にににに課題課題課題課題のあるのあるのあるのある児童生徒児童生徒児童生徒児童生徒がががが見見見見られるられるられるられる！！！！    

0123
4567
891011
121314

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38正答数（数学Ａ）　　　　　　　　　　（問）

（問）　　　　　　　　正答数（数学Ｂ）
 

012
345
678
910

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37正答数（国語Ａ）　　　　　　　　　　（問）

（問）　　　　　　　　正答数（国語Ｂ）
 

○国語、数学のいずれ

においても、活用に

関する問題（問題

Ｂ）の正答数が多い

生徒は、知識に関す

る問題（問題Ａ）の

正答数も多い。 

○国語、数学のいず

れにおいても知識

に関する問題（問

題Ａ）の正答数が

多い生徒は、活用

に関する問題（問

題Ｂ）の正答数に

おいて広く分布し

ている 

○平成 22 年度も平

成 21 年度と同様

の 傾 向 が 見 ら れ

る。 

中学校 正答数（国語 A）×正答数（国語 B） 

中学校 正答数（数学 A）×正答数（数学 B） 


